
平成29年～30年度

国立教育政策研究所

教育課程研究指定校事業「論理的思考」

新潟県新潟市立新潟小学校

研究課題（３）

社会の中で活用される論理的思考やそれらを表現する力を学校全体で育
成するための教育課程の編成，指導方法の工夫改善に関する実践研究

「主体的に聴き，自分の考えを深め，

広げていく子どもの育成」



環境コミュニケーション科の創設

平成２１～２６年 文部科学省研究開発学校

想定力 折り合いを
つける力



社会の中で活用される資質・能力

聴くことよりも、まずは自分の考えを優先する姿

研究主題設定の理由

「聴く」 論理的
思考力

折り合いを
つける力想定力



研究主題設定の理由

ア 学校が楽しい

イ 友達と意見交換するのは楽しい

ウ 授業に主体的に取りくんでいる

エ 授業がよく分かる

オ 何が大事かに注意して友達の意見を聞いている

カ 自分の考えを順序よく説明できる

国立教育政策研究所 意識調査

オ 何が大事かに注意して友達の意見を聞いている

カ 自分の考えを順序よく説明できる



友達の意見をしっかりと聴いていると
自信をもっている子供が多くない。

友達の意見から学ぼうとする意識をもつ
子供の育成が必要

研究主題設定の理由



発言する子どもは多いが，順序よく説明する
ことに自信をもっている子供が多くない。

友達の考えのよさを取り入れながら，自分の
考えを深め，広げていく子供の育成が必要

研究主題設定の理由



予測困難
の未来

答えのない
課題

他者と共有
協働・連携

社会の中でも
活用される
資質・能力

社会に開かれた教育課程の実現

折り合いを
つける力

未来社会を
切り拓く力

論理的
思考力

地域の学校 地域が学校

研究主題設定の理由

「未来社会を切り拓く力」を育成する教育課程



「聴く」ことに焦点を当てた指導方法の工夫改善

研究主題設定の理由
主体的に聴き，自分の考えを深め，

広げていく子どもの育成

｢未来社会を切り拓く力｣を育成する教育課程の編成



成果① 単元構成の在り方の方向性を見いだせた

昨年度研究（一年次）の成果と課題

成果② 教育課程編成の在り方の方向性を見いだせた

課題③ 身に付けさせたいつなぎ言葉の精選

課題② 聴くことに対するさらなる意識化

成果③ 双方向に聴き合う姿の具現化

課題① 聴き合う必然性のある学習課題の設定

成果④ 説明することに対する意識の変容



①「双方向に聴き合う姿」と「論理的思考力を発揮す
る姿」を見直し、再定義する。

今年度研究（二年次）の内容

②想定した「双方向に聴き合う姿」を促すことができ
たとき、「論理的思考力を発揮する姿」につながる
かどうかを検証する。

④生活・総合的な学習の時間を核にして、各学年の
年間指導計画を見直し、新学習指導要領の趣旨を
踏まえた教育課程の編成を図る。

③単元の指導過程のどこにこそ､｢双方向に聴き合う姿｣
を位置付けるとよいのかを明らかにする



①「双方向に聴き合う姿」と「論理的思考力を発揮す
る姿」を見直し、再定義する。

○「論理的思考力を発揮する姿」を引き出し
ている要件は何かを明らかにする。

双方向に
聴き合う姿

論理的思考力を
発揮している姿

関係性を明らかにする

今年度研究の内容①



聴くマナーと聴くスキルを用いて、相手の話を正し
く受信する姿

聴くマナーと聴くスキルを用いて、互いに話を正し
く受信し合い、考えの根拠や類似点、相違点、関
係性を明らかにしようとする姿

双方向に聴く姿

互いの考えの根拠（よさ）に着目して，各教
科・領域の見方・考え方を働かせて自分の考
えを整理し，深化・再構築していく力

論理的思考力

一方向に聴く姿

今年度研究の内容①



論理的思考力を
発揮した姿

双方向に聴き合う姿 手段

目的

①「双方向に聴き合う姿」と「論理的思考力を発揮す
る姿」を見直し、再定義する。

今年度研究の内容①



論理的思考力を発揮した姿

一方向に聴く
聴くマナー
聴くスキル

話す
つなぎ言葉

Ａ児の
考え

一方向に聴く
聴くマナー
聴くスキル

話す
つなぎ言葉

一方向に聴く
聴くマナー
聴くスキル

話す
つなぎ言葉

双方向に聴き合う姿（類似点・相違点・関係性等を明らかにする）

Ｂ児の
考え

Ｃ児の
考え

深化・再構築 深化・再構築 深化・再構築

考えの
根拠

考えの
根拠

考えの
根拠

考えの
根拠

今年度研究の内容①



②想定した「双方向に聴き合う姿」を促すことができ
たとき、「論理的思考力を発揮する姿」につながる
かどうかを検証する。

授業での子供の姿

話合いでの「つなぎ言葉」
を用いた発言

振り返り場面での記述内容

学級全体
の割合を
数値で示す

授業の

具体的な姿
で示す

話合いでの「考えの根拠」
を挙げた発言

今年度研究の内容②



各学年部のつなぎ言葉の３～５つの重点

低学年
・だって〜、だけど～＜理由・反論＞
・でも、しかし、なのに、〇〇とはちがって＜逆接、比較＞
・最初に、まず、次に、さらに、最後に、一つ目は＜順序＞

中学年

・なぜなら～、わけは～、理由は～＜結論＋理由＞
・例えば～、具体的には～、実際に～＜例示＞
・～と比べて、ＡとＢを比べると、○○に対して＜比較＞
・または、それに、共通点は、合わせて、まとめると＜折り合い＞

高学年

・もし、○○だったら、○○なら、○○だとすると＜仮定・推論＞
・このことから～、だから～、～なので＜理由＋結論＞
・つまり、要するに、言い変えると＜要約、換言＞
・これに対して、一方、または、反対に＜比較＞
・どちらかというと、○○と□□をよさを合わせて＜折り合い＞

学年間の系統性・教科間の関連を踏まえて精選

今年度研究の内容②



「双方向に聴き合う姿」を促す手立て

聴くマナー・聴くスキル
の提示

子供の意見の採り上
げ方とまとめ方の工夫

・ファシリテーション
・思考ツール
・ＫＪ法
・ワールドカフェ
・意図的指名
・話合いの観点の可視化
・教師の問い返し等

②想定した「双方向に聴き合う姿」を促すことができ
たとき、「論理的思考力を発揮する姿」につながる
かどうかを検証する。

今年度研究の内容②



③単元の指導過程のどこにこそ､｢双方向に聴き合う姿｣
を位置付けるとよいのかを明らかにする

一人では解決できない，みんなで意見
を出し合い，練り上げていく
質の高い学習課題は何か

見方・考え方を働かせて、
論理的思考力を発揮させるためには、
単元をどのように構成するとよいのか？

考えの基になる根拠を
どのように押さえておくのか

「双方向に聴き合う姿」が表れる
ふさわしい場面は単元のどこか？

今年度研究の内容③



生活・
総合的な
学習の時間

④生活・総合的な学習の時間を核にして、各学年の
年間指導計画を見直し、新学習指導要領の趣旨を
踏まえた教育課程の編成を図る。

地域教育プログラム

「地域が学校」
各教科の
見方・考え方

未来社会を
切り拓く力
各教科の
資質・能力

論理的思考力

どのように活用させるとよいのか

今年度研究の内容④



教科横断的な視点で教育内容を組織的に配列

折り合いを
つける力

論理的
思考力

想定力
情報活用
能力

「未来社会を切り拓く力」を育成する教育課程の編成

今年度研究の内容④



「未来社会を切り拓く力」を育成する教育課程の編成

地域教育プログラム
単元プラン

年間指導計画
単元一覧表

今年度研究の内容④



成果① 論理的思考力を発揮させるための手立て
を明らかにした

今年度研究（二年次）の成果と課題

成果② 論理的思考力を発揮させるための単元構
成の在り方を明らかにした

課題① つなぎ言葉の活用の仕方をさらに検討す
る必要がある

成果③ 生活・総合を核とした教科横断的で社会
に開かれた独自の教育課程を編成した

課題② 教育課程編成における目指す姿の検証の
在り方を見直す必要がある



成果① 論理的思考力を発揮させるための手立て
を明らかにした

今年度研究の成果①

目的

手段
双方向に
聴き合う

双方向に聴き合う姿

を促す手立て



成果① 論理的思考力を発揮させるための手立て
を明らかにした

目的

手段
双方向に
聴き合う

双方向に聴き合うことで
論理的思考力を発揮した
子供の割合（研究授業）

１年生 ４１％
２年生 ７７％
３年生 １００％
４年生 ５９％
５年生 ３９％
６年生 ９１％

５・６年生プログラミング ５５％

平 均 ６６％

研究授業での検証
ビデオでの子供の姿やワーク
シートの記述から分析

今年度研究の成果①



成果① 論理的思考力を発揮させるための手立て
を明らかにした

「双方向に聴き合う姿」を促す手立て

聴くマナー・聴くスキル
の提示

子供の意見の採り上
げ方とまとめ方の工夫

・ファシリテーション
・思考ツール
・ＫＪ法
・ワールドカフェ
・意図的指名
・話合いの観点の可視化
・教師の問い返し等

思考する内容を整理・限定・方向付ける

今年度研究の成果①



成果① 論理的思考力を発揮させるための手立て
を明らかにした

「双方向に聴き合う場」

個人

学級全体
ペア

グループ

どのように
論理的思考力を

発揮させるのか？
を考えた手立て

論理的思考力を発揮

今年度研究の成果①



成果② 論理的思考力を発揮させるための単元構
成の在り方を明らかにした

一人では解決できない，みんなで意見
を出し合い，練り上げていく
質の高い学習課題は何か

見方・考え方を働かせて、
論理的思考力を発揮させるためには、
単元をどのように構成するとよいのか？

考えの基になる根拠を
どのように押さえておくのか

「双方向に聴き合う姿」が表れる
ふさわしい場面は単元のどこか？

今年度研究の成果②



単元構想シート

＜単元で働かせる見方・考え方＞

＜本単元における本時の位置付け＞

単元のねらいを達成するために
①単元の中で、本時こそが双方向に聴き合う
場面としてふさわしいと、その場面を挙げ
た理由

②その場面を設定するために、どのように単
元を工夫して構成したのか

＜特に関連する内容＞

＜単元の指導計画＞

＜単元のねらい＞

今年度研究の成果②



＜国語＞
・読むことの内容では解釈を生み出す場面
・話す・聞く・書く内容では、構成を検討する場面

＜算数＞
・概念形成の場面
・多様な考えから、見方や考え方を獲得する場面

＜理科＞
・予想や実験を計画する場面
・考察の場面

単元の中でこここそ、双方向に聴き合うことで
論理的思考力を発揮させるとよい場面例

今年度研究の成果②



＜社会＞

・課題解決の際、様々な資料や立場の考えを基に
関係付けたり、まとめたりする場面

＜総合＞
・探求のサイクルの整理・分析の場面
・探求のサイクルのまとめの場面

＜生活＞
・活用場面
・実生活を振り返る場面

単元の中でこここそ、双方向に聴き合うことで
論理的思考力を発揮させるとよい場面例

今年度研究の成果②



＜音楽＞
・よりよい表現を追求する話合いの場面
・鑑賞を深める場面

＜体育＞
・コツを見出す場面
・作戦を検討したり、振り返ったりする場面

＜特別の教科 道徳＞
・多面的・多角的に考える場面（課題解決）
・自己を見つめる場面

単元の中でこここそ、双方向に聴き合うことで
論理的思考力を発揮させるとよい場面例

今年度研究の成果②



第２学年 算数
単元「三角形と四角形」

本時で目指す「論理的に思考する子供の姿」

前時で獲得した三角形と四角形の定義を根拠に，自分
の考えた仲間分けと友達の考えた仲間分けとの比較を
通して，自分の考えをよりよいものへ変えようとする姿

今年度研究の成果②～授業の実際～



自力解決の場面

図形カについての検討
Ｂ児：「これ，三角形だよ。」
Ａ児：「角ってしているけど，でも・・・」
Ｃ児：「これは，３本になっているけど，

これは，細すぎるから。」

Ａ児のグループ
どちらでもない形を選択

Ａ児：どちらでもない形を選択

３人グループでの検討場面

第２学年 算数
単元「三角形と四角形」



第２学年 算数
単元「三角形と四角形」 学級全体での検討場面

【双方向に聴き合う姿を促す手立て】
自信のない児童から意図的に発表させる。
判断に迷う図形を採り上げ、比較検討させる。

＜途中略＞
Ｄ児：「ぼくは，三角形だと思います。」
Ａ児：「違う！」
Ｅ児：「えっ！」「合っているよ。」
Ｄ児：「なぜかというと，

角がかくってなっているところが３つあるからです。」
Ａ児：「えっ！」「あっ，そうか！」「たしかにそうだ。」

「なんか，三角形っぽい。」「三角形っぽい。」

Ｄ児の考えの根拠

前時の学び：三角形は３本の直線で囲まれている。
三角形は角が３つある。

考えの変容
角が３つあるから三角形だ！



第２学年 算数
単元「三角形と四角形」 学級全体での検討場面

Ｆ児：「３つで，３つ直線があるけど，三角は普通つぶれてないから，
三角じゃないよ。」

Ａ児：「そうだけど…。」 「そうだけど…，つぶしただけだよ。」
Ｇ児：「それは，ただ三角をつぶしただけ３つで，・・・。」

Ａ児：「三角形だと思います。だって，あの三角形はこうなっていても，
ただこうつぶしただけで（三角形を手で細くした形にする），
それをぐるっと回してこうすれば（上と下をひっくり返すと），
三角形になるから，三角形だと思います。」

論理的思考力を発揮した姿

算数の数学的な見方・考え方
三角形の特徴を図形を構成する要素に着目
して捉えたり、身の回りの事象を三角形の
性質から考察したりする考えの深化・再構築

つなぎ言葉

考えの根拠（前時での学び）
三角形は３本の直線で囲まれている。角が３つある。
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オ 何が大事かに注意して友達の意見を聞いている

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

＋25％ ＋9％

今年度研究の成果②
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カ 自分の考えを順序よく説明できる

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

＋21％

今年度研究の成果②



生活・
総合的な
学習の時間

各教科の
見方・考え方

未来社会を
切り拓く力

地域教育プログラム

どのように活用させるとよいのか 「地域が学校」

成果③ 生活・総合を核とした教科横断的で社会
に開かれた独自の教育課程を編成した

持続可能な社会の担い手の育成

各教科の
資質・能力

論理的思考力

今年度研究の成果③



第４学年 総合的な学習の時間（地域教育プログラム）

単元「古町スイーツプロジェクト」

持続可能な社会の担い手を育成するための単元目標

古町・本町商店街の活性化について、「古町スイーツプ
ロジェクト」を展開することを通して、地域の活性化のた
めに自分たちができることは何かを考え実践し、地域へ
の愛着を深めることができる。

今年度研究の成果③～単元の実際～



古町スイーツプロジェクト

＜単元の入れ替え＞
算数「しりょうの整理」 １２月→１０月
特別の教科 道徳 郷土愛に関する内容

「祭りだいこ」 ９月→７月
「ぼくたちのバラ花だん」 ６月→７月

メモのとり方
広告と説明書 話合い・

お礼の手紙

しりょうの整理

旋律の特徴

４年生の自覚

僕達のバラ花壇 祭りだいこ

第４学年 総合的な学習の時間
単元「古町スイーツプロジェクト」

指導内容の関連付け
単元配列の見直し



算数 「資質・能力」
「目的に応じて資料を集めて分類整理し，表やグラフを用いて分かりやすく表し
たり，特徴を調べたりすること」

国語 「資質・能力」
「広告と説明書の文章を読み比べ，それぞれの目的に合わせた表現の違いを読
み取ったり，目的に合った伝え方を考えたりする力」

音楽 「資質・能力」
「曲想にふさわしい歌い方を考えて歌ったり，友達と声を合わせて明るい響きで
歌ったりする力」

特別の教科 道徳 「見方・考え方」
「地域の宝を守るを多面的・多角的に捉え、自己の生きた方について考える」

算数 論理的思考力 課題解決能力
国語 論理的思考力 情報活用能力

第４学年 総合的な学習の時間
単元「古町スイーツプロジェクト」

活用させる見方・考え方や
未来社会を切り拓く力



伝えよう！
地域の宝

道徳「郷土愛」に関する見方・考え方

第４学年 総合的な学習の時間
単元「古町スイーツプロジェクト」 スイーツ会議



子供たちの原案を基に、
地域のスイーツ職人が

作ってくれたスイーツを試食

第４学年 総合的な学習の時間
単元「古町スイーツプロジェクト」

味や見た目につい
て意見を出し合い
ました。

スイーツ試食会



算数 資質・能力

年代や場所によって、どんな
特徴があるのかな？
アンケートを集約してみよう。

第４学年 総合的な学習の時間
単元「古町スイーツプロジェクト」

ＰＲ作戦のための
アンケート調査



算数 論理的思考力・課題解決能力

0 10 20 30 40 50

三越

古町モール６

ぷらっと本町

万代シティ

＜お年寄り＞

知らない 知っている

相手ごとに、どこで、どんな方法で
ＰＲするといいかな？

第４学年 総合的な学習の時間
単元「古町スイーツプロジェクト」

ＰＲ作戦のための
アンケート分析



ポスターやチラシを作り、相手や
場所を絞ってＰＲ作戦をしました。

国語 「書く」資質・能力

国語 論理的思考力
情報活用能力

第４学年 総合的な学習の時間
単元「古町スイーツプロジェクト」

スイーツＰＲ作戦



古町のアーケード街で
販売を盛り上げるために
歌とミュージカルを披露

音楽「表現力」資質・能力

第４学年 総合的な学習の時間
単元「古町スイーツプロジェクト」

古町スイーツ販売
出陣式と販売応援



地域への愛着を深めました

第４学年 総合的な学習の時間
単元「古町スイーツプロジェクト」

地域への愛着を深めました

スイーツ販売後の
ワークシート



児童アンケート結果から 新潟市生活・学習意識調査より

84

95

16

5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H30

地域のこと（自然・歴史・産業）に触れたり、

調べたりする学習は好きですか

肯定的意見 否定的意見

地域の愛着度９％アップ

今年度研究の成果③～単元の実際～



課題① つなぎ言葉の活用の仕方をさらに検討す
る必要がある

各学年部のつなぎ言葉の３～５つの重点

低学年
・だって〜、だけど～＜理由・反論＞
・でも、しかし、なのに、〇〇とはちがって＜逆接、比較＞
・最初に、まず、次に、さらに、最後に、一つ目は＜順序＞

中学年

・なぜなら～、わけは～、理由は～＜結論＋理由＞
・例えば～、具体的には～、実際に～＜例示＞
・～と比べて、ＡとＢを比べると、○○に対して＜比較＞
・または、それに、共通点は、合わせて、まとめると＜折り合い＞

高学年

・もし、○○だったら、○○なら、○○だとすると＜仮定・推論＞
・このことから～、だから～、～なので＜理由＋結論＞
・つまり、要するに、言い変えると＜要約、換言＞
・これに対して、一方、または、反対に＜比較＞
・どちらかというと、○○と□□をよさを合わせて＜折り合い＞

今年度研究の課題①



課題① つなぎ言葉の活用の仕方をさらに検討す
る必要がある

・「つなぎ言葉」は「話し言葉」と「書き言葉」
で使われる場合に分けられる。

・学級全体での話合いで使われる「話し言葉」の
「つなぎ言葉」と、ノートやワークシートなど
に記述する「書き言葉」の「つなぎ言葉」は同
様のものが多い。

・ペアやグループでの少人数での話合いでは、
「つなぎ言葉」を省略して話す場合が多く、
「つなぎ言葉」はあまり使われない。

今年度研究の課題①



４年 特別の教科 道徳「祭りだいこ～ちいきを大切に」の研究授業より

＜商店街を大切にする方法について＞
～途中略～
Ａ児①：イベントに参加するといい。
Ｂ児①：（例えば）古町どんどんみたいな。
Ａ児②：（理由は）イベントに参加して，楽しむといい。

＜万代橋を大切にする方法について＞
Ａ児③：これもイベントに参加がいい。

（実際に）イベントで万代橋を使ってもらうといい。
Ｂ児②：なるほど。
Ｃ児①：宣伝もいいんじゃない。

（理由は）万代橋のよさをまだ知らない人たちがい
るから。（だから）宣伝が大事だよ。

「つなぎ言葉」を省略して話し合う例 ～４人グループの話合い～

今年度研究の課題①



課題② 教育課程編成における目指す姿の検証の
在り方を見直す必要がある

「未来社会を切り拓く力」を育成する教育課程の編成

教育課程の中核

持続可能な社会の担い手の育成

今年度研究の課題②



課題② 教育課程編成における目指す姿の検証の
在り方を見直す必要がある

「未来社会を切り拓く力」を育成する教育課程の編成

今年度の
検証の方法

双方向に聴き合うことで、論理的思考力を
発揮していたかどうかの指導方法の検証

今年度研究の課題②



今年度研究の課題②

課題② 教育課程編成における目指す姿の検証の
在り方を見直す必要がある

「未来社会を切り拓く力」を育成する教育課程の編成

持続可能
な社会の
担い手
の育成

各学年の発達段階を踏まえて、子供の姿を
いつ、どのように見て検証していくのか？

未来社会を切り拓く力

問題
解決力

言語
能力

折り合う
力

情報活
用能力

論理的
思考力

人間関係
形 成 力

メタ認知

各教科の資質・能力



未来社会を切り拓く力

各教科の資質・能力

教科横断的な視点で，各学年の年間指導計画を
更に見直し，未来社会を切り拓く力を育成する
教育課程の編成の充実を図る。

生活・
総合的な
学習の時間

今後（来年度）の取組

どのように活用させるとよいのか

「未来社会を切り拓く力」を育成する教育課程の編成

問題
解決力

言語
能力

折り合
う力

情報活
用能力

論理的
思考力

人間関係
形 成 力

メタ
認知



研究協議会で協議したいこと

• 「つなぎ言葉」の活用の仕方について，
型を子供に示したり，「逆接」「比較」「理
由付け」など大きなくくりで捉えさせたり
することが効果的か。

• 「論理的思考力を発揮した姿」と「双方
向に聴き合う姿」の関係を表した図や
定義は，新学習指導要領が目指す「主
体的・対話的で深い学び」の「深い学
び」に合致するかどうか。



双方向に聴き合う姿

主体的に聴き，自分の考えを深め，
広げていく子どもの育成

折り合いを
付ける力

論理的
思考力

情報活用
能力未来社会を切り拓く力の育成

地域教育プログラムを核とした教育課程の編成






